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当法人にご協力いただき、ありがとうございました。
おかげさまで、さまざまな活動を行うことができました。
ご報告をもって、御礼にかえさせていただきます。

〒190-0011 東京都立川市高松町 2-9-22　生活館ビル
TEL：042-527-6051 / FAX：042-548-1368
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育て上げ

私たちはいろいろな手段によって、寄付を募っています。
ぜひ、私たちのサイトをチェックしてください。

https://www.sodateage.net/investment/
育て上げ　寄付

YouTubeチャンネル「育て上げネット」

sodateage.net ＠sodateagenet
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「困っているかどうかで線を引かない」
新たなアウトリーチ手法の萌芽 

　本年も、育て上げネットの活動を支えていただき、心より感謝

申し上げます。収束の兆しを見せたかと思った新型コロナウィル

ス感染症対応の継続に加えて、物価高騰とエネルギー価格の上

昇が若者を直撃しています。 

　そのような環境下であっても、働くことに希望を持ち、自分に合っ

た「働く」を見つけようと、たくさんの若者た

ちが就労への道筋を少しずつ、それぞれのペー

スで歩んでいます。 

　その一方で、不安定な日常生活において心

身を消耗してしまっている若

者も目立ちます。メディアが

取り上げる非常に苦しい生活

をしている若者だけでなく、

前に進みたいけれど心や身

体がついてこないという若者

も多くいます。 

　まずは安心して集まれる空

間を作ろうと、2022 年はさ

まざまな不安やリスクが高まりやすい夜間帯の居場所「夜のユー

スセンター」を設置し、毎回 20 名から 30 名の若者が足を運ん

でいます。ちょっとしたつながりのきっかけにと、音楽活動やフッ

トサルなどにも若者は参加してくれます。オンラインでの支援が

選択できるようになったからこそ、若者たちが集まれる場の大切

さを改めて認識しています。 

　食糧や生活用品の提供、移動に伴う交通費支援など、今日を

生きることの応援と、就労支援の「狭間を埋める」活動に加え、もっ

と若者に「知ってもらい」「つながれる」取り組みに注力しました。 

　そのなかで「困っているかどうかで線を引かない」取り組みの

効果は大きく、若者たちの自尊心を大切にしながら、出会いとつ

ながりを実現できる新たなアウトリーチに踏み出す萌芽となりま

した。 

　生活を守り、つながりの機会を作り、就労支援を通じた、その

ひとに合った「働く」の実現に向けた伴走に、これからも地道に

取り組んでいきます。日本社会の未来を担う若者、子どもたちの

ため、引き続き、ご支援のほど、よろしくお願い申しあげます。
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認定特定非営利活動法人育て上げネット
 理事長　工藤 啓

みなさまのご協力により 2021-2022年度は

のべ72,059人（団体含）の人々を

支援することができました。

ありがとうございました。

（2021年 8月～2022年 7月）

すべての若者が社会的所属を獲得し
「働く」と「働き続ける」を実現できる社会

●わたしたちのめざす社会

若者と社会／社会と若者をつなぐ
●果たすべき使命



夜のユースセンター ［担当スタッフに話を聞きました］

2021-2022

阿部 渉●あべわたる

●ジョブトレの現場リーダーとして
　プログラムの中心となって
　若者たちの成長を見守る。
　壁を作らない関わりで、
　若者たちのアニキのような存在。

夜は出会いのゴールデンタイム
安心できる空間には自然と若者が集まる

（阿部）普段は若者を対象に就労基礎訓練プログラム「ジョブトレ」

を 19 時まで運営しています。ありがたいことに多くの参加者の方の

ニーズがあり、スタッフが 19 時以降は個別対応をしていました。そ

うした夜にも集う若者たちを見て、“この時間帯にしか会えない若者

もいるかも”と思ったのが運営を開始したきっかけです。

　ここでは、それぞれ自由な時間を過ごしています。地域の飲食店

に協力していただいて、食事をとります。お弁当を数種類用意して

いるので、好きなものを選んでいただきます。その後は、各々のグルー

プに分かれてボードゲームやテレビゲームをする

人、黙々とスマホで一人遊びをする人、スタッフ

や他の若者と世間話をする人などさまざまです。

　あるとき保護者向けの講座にご本人連れで参

加したご家族の方がいらっしゃいまし

た。雑談の中でゲーム好きだということ

がわかり、「夜の時間が空いているなら

遊びにおいでよ」と誘ったんです。そうし

たら翌週の回に遊びにきてくれました。3カ

月近く続けて参加して、今は日中のプログ

ラムで働くための一歩を踏み出しています。

これまでは、説明会にさん参加したら次は

体験しか選択肢がありませんでした。今は

「夜のユースセンター」というステップを踏ん

で、ゆるやかにつながることができます。

いわゆるトレーニングに参加するのは難しく

ても、つながり続けられるようになったん

です。

　協働事業を行う企業の方や仕事体験先の

方が見学に来られるのも魅力です。実際に

若者たちの姿を見てもらうことでより私たち

の活動を知っていただき、就職先やトレー

ニング先が広がっていく雰囲気も感じてい

ます。

　夜のユースセンターを始めて、つながるこ

とができなかった若者がたくさんいること

を痛感しています。これからも一人でも多く

の若者に出会うために、安心できる場を提

供できたらと思います。

これはオンラインでの支援ではないので、

地域に住んでいる方しか利用できないのが

弱点でもあります。夜の時間に開いていて、

ご飯や居場所の提供をするような新たな法

人が各地でもっと増えたらいいなと思って

います。

2022 年 5月に若者たちが集まる居場所
「夜のユースセンター」を開所しました。
食事の他、好きなことをしたり、ぼんやりする場所を提供し、
ゆるやかなつながりを目指しています。
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課題感が強まっている今こそ、
みなさんとご一緒に支援していきたい。

社会的孤独に陥る人々が

増えている現状があります。

生活品の高騰が著しく、子ども・若者の置かれている生活

そのものが危険な状態に陥っています。

支援を利用したくても、

そもそも生活ができないという声が常にあります。

「自分なんて社会に必要とされていない」

そう話す彼・彼女らに、社会のなかに

応援をしてくれる人がいることを伝えたいのです。

いただいた寄付は支援の無償提供や

食料配布等の生活支援に活用いたしますので、

ご支援・ご協力のほどお願い申し上げます。

「若者支援は社会投資」

わたしたちはこれを合言葉にさまざまな企業とのつながりを作り、

さまざまな協働を行ってきました。ひとりの若者にトレーニングを

提供するためのおよそ 30 万円ほどかかります。その費用をまかな

うことで、将来の可能性ある若者を一緒に支えていきませんか？

仕事体験の提供や採用情報の提供などさまざまな形で協力をし合っ

ています。まずはお問い合わせください。

継続型クラウドファンディング継続型クラウドファンディング

企業連携のお願い企業連携のお願い

クレジットカードでのご寄付クレジットカードでのご寄付

継続寄付継続寄付

貧困・困窮状態にある若者の「実費」を肩代わり貧困・困窮状態にある若者の「実費」を肩代わり

右記QRを読み取って
お手続きください。

1日33円～寄付できます。

都度寄付都度寄付
右記QRを読み取って
お手続きください。

《実費》という見えないコストが障壁となり、
社会とのつながりを取り戻せない若者を
社会全体で応援していきませんか？

思い立ったときに寄付できます。

育て上げネットは認定非営利活動法人です。育て上げネットヘのご寄付は、
いただいた金額に応じて寄付金特別控除を受けることができます。
（総所得金額の40% あるいは所得金額の25%）
また、住民税等からの控除を受けられる受けられる場合もあります。

少年院を出院した子どもたちに寄り添い
更生自立を支え続けるプロジェクト
少年院を出院した子どもたちに寄り添い
更生自立を支え続けるプロジェクト

少年院を出院した子どもたちに寄り添い、
更生自立を支え続けます。
未来を担う子どもたちの更生自立を
ともに支えてください。

25 歳の若者が 65 歳まで働き続けたら･･･

■税金を納めます（社会保険料等）

■使用した社会保障（医療介護、年金等）

およそ 8,000 万円～ 1 億円

およそ 4,000 万円～ 5,000 万円

25 歳の若者が 65 歳まで生活保護を受けた場合･･･

■生活保護費
およそ 9,000 万円～ 1 億円
税金から支出されます

ひとりあたり 5,000 万円ほど税収が増えます

Point

若者支援は社会に還元されていきます

税収増
5,000 万円

使わず済んだ生保費
9,000 ～ 1 億円

社会投資効果
最大 1.5 億円
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私たちは SDGs に基づいて

支援を行っています。

グループでの仕事体験を中心に働く

自信を身につける「ジョブトレ」は

コロナ禍で作業場所を失っていまし

たが活気を取り戻しています。物価

高騰のあおりも受け生活が苦しい若

者も増えていて、食料や生活必需品

の配布を始めました。支援を受け続

けられるように生活の支援も充実し

ています。

パソコンやスマホから参加するオンライン支援は、さまざま

な企業と連携した協働プロジェクトでオンラインでも「働く」

を強く意識できるコンテンツが充実しています。「寝ながら

できる働く相談」アトオシ・オンラインは初めての支援活用

でも、「これならできる」と低ハードルで人気です。

学祭や体育祭、修学旅行も喪失した学生年代の若者たち。「体

験」を補うプログラムを重点的に展開しています。宿泊を伴う

旅行や esports、スキーなどジャンル問わない企画が日々を彩

ります。こうした機会提供によって横の関係が強化され日々の

学習サポートの参加率も安定しています。

対面支援に活気が戻る
生活支援で来所を促す

プログラムをさらに拡張
自分のスキで働くに近づく

失われた体験は取り戻す
社会体験の充実が急務

この数年、多くの方がビデオ通話に

触れたことでオンラインでの相談は

保護者世代でも定着してきました。

LINE 登録者は毎月増えており、無

料相談の実施回数を増やしていま

す。今年からは学齢期世帯を対象に

した講座も実施するようになりまし

た。小中学生の子をもつ親からの相

談が増加しています。

スマホではじめる相談
もうひとりで抱えない

若年者就労基礎訓練プログラム

まなびタス
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Q.どういった職場ですか？

　自家農場でとれた野菜を提供し、それ以外にも地場でとれ

たものをなるべく活用した飲食店「428（よつや）カフェ」を経

営しています。カフェのほか農場とジャム工房の3つを運営して

おり、ソーシャルファーム制度を通じて採用した若者は農場で

働いています。作物を作ったり収穫したり、野菜の袋詰めや加

工品の試作品の作業をしてもらっています。

Q.ソーシャルファーム制度に参加した理由は？

　福祉系の仕事をしている母のつながりで全面的に福祉サー

ビスを受けられず、働きたくても働けない人がいることは知っ

ていました。自分も実際メンタルを崩して出社できない時期が

あり、そのような人のサポートができていない社会体制だと感

じました。カフェを運営すると決めたときに、社会貢献もでき

たらいいなと思いました。

　育て上げネットからは 2 人、その他から 2 人。全部で４人で

すね。お子さんが重度の障害児の双子で、トラブルがあるとす

ぐに対応しなくてはならない方。体調のアップダウンが激しい

方。学生時代にトラウマとなった出来事を抱えている方など、

バックグラウンドは多様です。

Q. 若者たちの働きぶりはどうですか？

　農場で働くメリットとして私が感じるのは、1分1秒を争わな

いこと。収穫のタイミングは必要だけど、天気が悪いと作業が

進まなかったりもする。時間にゆとりを持ってできる作業が多

いのが魅力なのだと思う。

　最初は真夏の農作業に体力に不安が…ということで、規定通

り週10時間でお願いしていました。現在は体力がつき、生活

の流れもご自身で把握され、週20時間以上の方もいます。

　ルーティンがわかってきたので効率的になり、意見を言って

もらうこともあります。最初は距離感があってお互いに言い辛

かったのですが、困っていることや改善点を発信し合う環境に

なりました。皆さん積極的で向上心が高く、真摯に仕事に向

き合ってくれているのがとても嬉しいです。いただいたアイディ

アや真剣さから、こちらが学ぶこともあります。

“出社できない”経験で参画を決めた

働きづらさを抱える若者の雇用制度

東京都ソーシャルファームとは

ひきこもり経験やシングル世帯などさまざまな「働きづらさ」を持つ方の
積極的な採用を推進する「ソーシャルファーム制度」を通じて
若者の働く場を提供する株式会社BTFの市川さんに話を聞きました。

市川寿子さん
●株式会社BTF

自律的な経済活動を行いながら、
就労に困難を抱える方が、必要なサポートを受け、
他の従業員と共に働いている社会的企業がソーシャルファーム。
東京都はソーシャルファームの創設や活動を促進しています。



●就労支援共同プロジェクト
　「デバッグ・トレーニング（バグトレ）」

私どもの活動に
ご支援ありがとうございます。

ご支援くださった方全員のお名前を掲載することはできませんが、
重ね重ね感謝いたします。法人・団体でのご支援をご紹介させていただきます。

アクセンチュア株式会社 
　コーポーレート・シチズンシップ推進室
　就業力・起業力強化

アデコ株式会社

AdobeFoundation

株式会社アニスピホールディングス

井戸鉄建株式会社

SBI新生銀行グループ

NCR Foundation

株式会社N・SOURCE

FC 東京　東京フットボールクラブ株式会社

株式会社MNH

大阪マラソン組織委員会

株式会社ギオン

キャタピラー財団

株式会社CAMPFIRE

株式会社クオリティ・オブ・ライフ

株式会社クオンツ

NPO法人CLACK

有限会社ケア・プランニング

KDDI 株式会社

シービーエス株式会社

NPO法人GPSAチームシャイニー

株式会社ＪＴＢベネフィット

シティ・ファウンデーション

首都圏若者サポートネットワーク

NPO法人シングルマザーズシスターフッド

株式会社星雲社

大東コーポレートサービス株式会社

株式会社ツクルバ

株式会社Deer

ディースタンダード株式会社

株式会社デジタルハーツプラス

デロイトトーマツ
　コンサルティング合同会社

NPO法人東京ソテリア

東京都ビジネスサービス株式会社

一般財団法人東京マラソン財団

東洋システム株式会社

認定NPO法人難民支援協会

日本キャステム株式会社

日本電信電話株式会社（ＮＴＴ）

公益財団法人日本フィランソロピック財団

日本マイクロソフト株式会社

一般財団法人日本民間公益活動連携機構

株式会社ネクステージ

バーバリー・ジャパン株式会社

Bytedance株式会社

公益財団法人パブリックリソース財団

株式会社バリューブックス

株式会社BTF

一般財団法人非営利組織評価センター

株式会社平山

フェイスブック ジャパン株式会社

株式会社フェブ

独立行政法人福祉医療機構（WAM）

藤原印刷株式会社

認定NPO法人Homedoor

マカイラ株式会社

一般財団法人 三菱みらい育成財団

南富士株式会社

一般財団法人村上財団

Yahoo!ネット募金

公益社団法人 ユニバーサル志縁センター

株式会社Yogibo

NPO法人自殺対策支援センター
　ライフリンク

株式会社リクルート WORK FIT

株式会社リコー

リコージャパン株式会社

リンクトイン・ジャパン株式会社

READYFOR株式会社

五十音順　敬称略
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●Global Skills Initiative

●「WORK FIT（ワークフィット）」プログラム

●若者向けデジタル支援プログラム
　クリエイティブ・トライ

●金銭基礎教育プログラム
　「マネーコネクション®」

●ステップ・キャンプ

●アトオシ・オンライン



会計報告

2021 ～ 2022年度の経常収入および正味財産増減額の推移
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会計期変更のため
19 カ月で集計
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経常収入

正味財産増減額

2021 ～ 2022年度の収入・支出内訳

管理費
10.77%

＊2009年度は、会計期間変更（定款変更）のため、会計期間が19カ月あります。
＊当法人の会計は、NPO会計基準に基づくとともに毎月税理士による監査を受け入れ、適切に処理しています。

会費 0.04%その他 0.26%

寄付
20.14%

助成金
21.03%

補助金7.98%自主事業5.68%

委託事業
45.13%

    収入 

¥555,560,500 

2021-2022
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　今年度は休眠預金活用事業等積極的に新たな事業を受託させて

いただいた結果、民間助成金収入が 116 百万円となり、またご寄付

を111百万円いただきましたことで収入全体では 555 百万円と過去

最高額になりました。

　支出面ではコロナ禍に対応した取り組みを実施したことにより、

委託費や活動費、利用者への貸与用パソコンの購入等の消耗品費等

の関連経費は増大しましたが、収入の増加により黒字となりました。 

　来年度は設立20周年の節目の年であることから中期計画を確実に

実施していくとともにさまざまな若者を支える活動に尽力してまいり

ます。よろしくお願い申し上げます。 

一般財団法人非営利組織評価センターが行う、組織ガバナン
ス認証の制度「グッドガバナンス認証」において、選考の結果、
当法人はグッドガバナンス認証を受けることができました。

うち人件費
43.87%

   支出 
¥521,096,257 

事業費 89.23%

うち人件費
65.12%

6,479,375
-2,674,423

466,258,439
5,183,798

2,153,666
26,919,001

5,610,795
85,739,444

-4,107,345
125,866,747

126,317
185,342,113

8,828,194
371,661,503

-25,471,319
230,228,443

5,134,389
238,879,091

7,975,936
301,527,154

10,623,363
377,171,035

11,412,006
439,866,813

3,252,967
471,392,253

-22,583,951-22,583,951

474,830,911474,830,911

18,476,83218,476,832

492,007,290492,007,290

-29,665,153-29,665,153

485,110,934485,110,934

2,013,6802,013,680

32,687,74332,687,743 555,560,500555,560,500

498,089,849498,089,849


